
中期行財政運営ビジョンの体系

計画期間

平成２１年度から平成２３年度までの３年間
激動する経済社会情勢や地方税財政制度改革の行方が不透明であることや、国の財政見

通しも、地方普通会計の姿が年度ごとに示されているのは、平成２３年度までであること
などを総合的に勘案して、３年間としています。

ビジョン策定後の取組方針

（１）中期行財政運営ビジョン実行の進行管理
○行財政改革本部による内部的な進行管理とともに、安心・活力・発展プラン２００５推

進委員会や行財政改革推進委員会を通じて外部的な進行管理も併せて実施します。
○進捗状況については、県議会・行財政改革特別委員会に報告するとともに、ホームペー

ジ等により県民の皆様へお知らせします。

（２）中期行財政運営ビジョンの改訂
○今後の地方財政に関する国の方針や経済情勢の変化等を踏まえ「財政収支の見通し」を

毎年度修正し、当該結果に応じて、必要があれば、本ビジョンの改訂についても検討し
ます。

◎安心

・医師確保策の強化

・救急医療体制の整備

・大規模地震への対策

・食の安全確保

・高齢者の介護予防や認知症対策

◎活力

・企業誘致のさらなる推進

・地場企業の取引拡大

・生産流通体制の整備

・企業的経営体の育成

・ツーリズムの振興

・小規模集落対策

◎発展

・宇佐養護学校中津校、独立単位制高校

・広域交通ネットワークの整備

・地域生活交通の確保

・地上デジタル放送への円滑な移行

◎財政構造の改革 ◎業務執行体制の改革 ◎パートナーシップの改革

◇事務事業の抜本的見直し ◇組織機構の改革 ◇多様な主体との連携・協働

◇義務的経費の見直し ◇業務プロセスの改革 ◇国への提言・要請

◇歳入の確保

＜安心・活力・発展のさらなる推進＞

◇子育て満足度日本一を目指す大分県

・子育て支援・乳幼児医療費助成制度の堅持・拡充

・多様な保育サービスの提供

・ワーク・ライフ・バランスの推進

◇子どもたちの挑戦や自己実現を支える大分県

・教育の再生

・いじめや児童虐待等に対する取組の強化

・芸術文化やスポーツの振興

◇いきいきと暮らし働くことのできる大分県

・経済・雇用情勢の急激な変化に対する的確な対応

・農林水産業の新たな展開

・誰もが働きやすい環境の整備

・高齢者の知恵と経験を生かした元気な大分県の実現

・大分県独自モデルによる環境先進県の実現

「安心・活力・発展プラン２００５」の

さらなる推進

「夢と希望あふれる大分県」の実現

さらなる行財政改革の取組

体系図


